
大阪市立
自然史博物館

　1853～54年にかけて日本に開国を要求するために派遣されたペリーの艦隊は、アメリカ
帰国後に日本遠征記を出版しました。この遠征は外交交渉が目的でしたが、ペリーは科学
調査を行うことにもこだわりました。全３巻のうち、第２巻では日本で収集した動物や植物の
報告が収められています。遠征ではペリー自身が標本収集を指示し、帯同した画家に生時の
スケッチを描かせ、帰国後にペリーの知己の研究者に執筆を依頼することで、このような鮮
やかな図譜を含む報告が残されたのです。 大阪市立自然史博物館 学芸係長　石田 惣

住所 〒546-0034大阪市東住吉区長居公園1-23　TEL 06-6697-6221 FAX 06-6697-6225
ホームページ https://www.omnh.jp/ アクセス●Osaka Metro御堂筋線「長居」3号出口・東へ約800m●JR阪和線「長居」東出口・東へ約1000m

※今回紹介した資料は、大阪市立自然史博物館ネイチャーホール（花と緑と自然の情報センター２階）で
2月23日（金祝）から5月26日（日）まで開催する特別展「自然史のイラストレーション」で展示します
  （会期中、右の図とは異なるページを開いている場合があります）。最新情報はホームページにてご確認ください。

大阪市立の博物館・美術館・動物園　Osaka Museums　https://museums.ocm.osaka
大阪歴史博物館 大阪市立自然史博物館大阪城天守閣 大阪市立美術館 大阪市立東洋陶磁美術館
大阪市文化財協会 天王寺動物園大阪市立科学館 大阪中之島美術館 大阪くらしの今昔館

「ペリー日本遠征記」に掲載されたヤマドリの図

新エントランスホールは、高さ
約７ｍのガラスに囲まれた建物
になっています。建物の四隅
には柱がなく、中央にある曲面
のコンクリート壁が屋根を支え
ています。
美しいガラスのエントランス、
ぜひ実物をご覧ください！　

全面ガラス張りのホワイトを基調
としたシンプルなイメージのカフェ
です。大阪市中央公会堂や堂島
川を見渡せる明るさと心地よい
開放感あふれる空間は、美術鑑
賞のあとのほっと一息にピッタリ。
館蔵品をモチーフにした“映える”
メニューも鋭意開発中です。

　展覧会の図録や絵ハガキはもち
ろん、他にはない東洋陶磁美術館
のオリジナルグッズが展開されます。　
　お気に入りのコレクションを日常
生活でも取り入れてみませんか。

INFORMATION

大阪市立東洋陶磁美術館
〒530-0005
大阪市北区中之島1-1-26
（大阪市中央公会堂東側）

TEL：06-6223-0055

FAX：06-6223-0057

https://www.moco.or.jp　

休 館 日
月曜日（祝日の場合は翌日）

開館時間
9:30～17:00（入館は16:30まで）

入 館 料
一般 1,600円（1,400円）、高大生 800円（700円）
※（　）内は20名以上の団体料金
※中学生以下、障がい者手帳などをお持ちの方(介護者1名を含む)、
　大阪市在住の65歳以上の方（要証明）は無料
※上記の料金で館内の展示すべてをご覧いただけます。

アクセス
・ 京阪中之島線「なにわ橋」駅 1号出口すぐ
・ Osaka Metro御堂筋線・京阪本線「淀屋橋」各駅 1号出口
・ Osaka Metro堺筋線・京阪本線「北浜」各駅 26号出口
 各駅から約400m 大阪市中央公会堂東側

［主 催］ 大阪市立東洋陶磁美術館
［共 催］ NHKエンタープライズ近畿
［協 賛］ 株式会社YAMAGIWA、コクヨマーケティング株式会社
［後 援］ NHK大阪放送局

■ 新しいエントランスは開放的なガラス空間

■ 都会のオアシスとしてくつろげるカフェ

■ 美術館のお楽しみのひとつ ミュージアムショップ

写真：岡本公二

ノンアルコールカクテル「飛青磁花生」ノンアルコールカクテル「紫紅釉盆」デザート 「木葉天目」

NEW OPEN!!

イメージパースならびに写真 © （株）オークコーポレーション
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